
 

 

 

 

 

  秋が深まり、朝晩は冷え込むようになってきました。寒くなってくると空気が乾燥して、風邪

を引きやすくなったり感染症にかかりやすくなったりします。本校では現在は感染症の流行は

なく、内科的な要因での欠席者は少ない状況です。しかし、全国的にはインフルエンザの流行が

見られ、これから感染症の流行シーズンが本格的にやってきます。ご家庭でも、子供たちへ手

洗い・うがい、十分な睡眠・休養等、健康管理を行っていただきますようお願いいたします。 

 また、体調が良くないときに無理をして登校すると、病状の悪化につながったり、周囲へ感染

したりするリスクもあります。朝の健康観察を丁寧にしていただき、無理をさせずにご自宅で

休養するようにご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 １０月３０日（金） 
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 『乳歯はいずれ抜けるから』…と考えて、虫歯になっても治療せずに放置していると、全身への

深刻な影響を及ぼすことがあります。虫歯菌や炎症が血流や周囲の組織に広がると、次のような命に

関わる病気を引き起こすおそれがあります。  

• 顎骨骨髄炎（がっこつこつずいえん）： 感染が顎の骨に広がり骨が破壊される。 

• 感染性心内膜炎・心筋梗塞・脳梗塞： 細菌が血管を巡り、心臓や動脈に悪影響を及ぼす。 

• 敗血症： 細菌が全身に回り、多臓器不全などの重篤な状態を引き起こす。  

痛みが引いた場合でも虫歯が治ったわけではありません。症状が重症化する前に、早めに歯科医院を

受診してください。  

 


